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　訪花者の季節変化を明らかにするために，2015 年 5 月 8
～16 日（5 月期），7 月 29 日～8 月 18 日（7～8 月期），11
月 12～28 日（11 月期），2016 年 2 月 9～26 日（2 月期）に
調査を行った。調査の単位期間を 16 日間とし，この期間
を同じ季節とした。「夜間」を 5 月および 7～8 月期では
19 : 30～6 : 00，11 月および 2 月期では 18 : 00～7 : 00 と




に準じて 6 段階に区分した（表 1）。第 1 段階は成熟したつ
ぼみ，第 2 段階はつぼみに裂け目が入り開きはじめる，第





設定した。5 月期は 9 日間で 19 : 00～11 : 46 に合計 27 時
間 42 分，7～8 月期は 16 日間で 18 : 20～10 : 30 に合計 78
時間 32 分，11 月期は 16 日間で 17 : 00～12 : 00 に合計 65
時間 25 分，2 月期は 16 日間で 14 : 05～12 : 45 に合計 53
時間 30 分，4 季節合わせて 225 時間 9 分の観察を行った。





























　訪花頻度は，1 花あたり 1 時間に何回訪花があったかを



























の訪花確認回数 22 回の内，77.3% を占めた。夜間にガ類の
訪花が 2 回観察された。7～8 月期は主にハチ類が訪花し，


















度は，5 月と 2 月期に小さく，7～8 月と 11 月期で大きかっ
た。ただし，訪花頻度が高かった 7～8 月期と 11 月期にお
いても，訪花頻度が 2 回/時間・花を超えることは稀で，
訪花頻度は 1 年を通じて低かった。
　5 月期は夜間の訪花はほとんどなく，主に朝 8～11 時台
に訪花が行われた（図 3a）。7～8 月期も 5 月期と同様に夜
間の訪花はほとんどなく，主に朝6～10時に訪花が行われ，
訪花があった時間帯は 5 月期と同様に短かった（図 3b）。
11 月期は夜間にも訪花が行われ，1 日の中で訪花がある時
間帯が長く，また全体の訪花頻度も他季節と比較して大き
かった（図 2，3c）。2 月期は朝（7～9 時台）に加えて夕方
（14～18 時台）に訪花が行われた（図 3d）。
　鳥類は 7～8 月と 2 月期に日没前の 14～18 時台や日の出
後の 6～7 時台に訪花した（図 3b, d）。膜翅目の多かった

























Eonycteris spelaea, Cynopterus brachyotis, Rousettus 
amplexicaudatus の 3 種のコウモリが自動撮影カメラで記










合は乾重ベースで 90% を超えることが報告されている7）。図 2　季節別平均訪花頻度の比較
平均訪花頻度を 1 時間ごとに求め，大きい順に並べた
図 3　各調査期の分類群ごとの平均訪花頻度















んどは 11 月期にのみ観察された（表 2，図 3c）。ガ類は通
年での訪花者ではないものの，年間で最も多かった 11 月






























































































































and Aegiceras corniculatum in mangrove  forest  in India. 
Journal of Tropical Ecology 17 : 431-447.
12）　Briscoe A D, Chittka L (2001) The evolution of color vision 
























population may receive pollen  limitation.   The aim of this study  is to examine the seasonal changes of 
pollinator species and their visiting time to S. alba in Iriomote Island.  We recorded the pollinator species 
and their behavior on 13 S. alba trees during all day including night for four seasons (totally 229h 9 m).  
We  found a  total of 764 visitations of birds, Hymenoptera, Diptera, Lepidoptera and crabs as  flower 
visitors, while  flying  fox could not be  found.   Moths only visited  the  flowers at night, when S. alba’s 
flowers bloom.   But moths visited  flowers only  in autumn, and behaved  like nectar robber.   Birds and 
hawk moths touched both of anther and stigma, and then, visited  flowers one after another,  indicating 
potential as effective pollinators.   However,  they usually did not visit  the  flowers at night when they 
bloom, and their visitation  frequency was relatively  low.   Honeybees visited to  flowers  irrespective of 
seasons.  However, their body size is too small relative to the flower, and they can directly obtain pollens 
and nectar without pollination.  Accordingly, because of a limited number of effective pollinators, S. alba 
may receive pollen limitation in their northern range limit.
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